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特に力を入れた取り組みとその効果
　以前、弊社の現場事務所でインフルエンザが蔓延し、事務所を訪問した他社の方まで感染する事態
となったことがあり、感染対策の必要性を痛感しました。そこで、会社がインフルエンザ予防接種費用
の一部補助を行って予防接種を受けやすい環境を整えたところ、社員ほぼ全員が予防接種を受けるよ
うになり、以後、インフルエンザ罹患者は出ておりません。その経験から、新型コロナウイルス感染症
に対しても、地域で流行する前から感染対策をしっかりと行っています。女性社員による各現場事務所
の衛生パトロールでも、アルコール消毒液・除菌シートの補充や、感染する隙が無いかの点検及び助言
に力を入れています。さらに、感染症予防の啓発ポスターを掲示して社員の意識を高めています。今後
も取り組みを継続して行きたいと思います。
　また、弊社には野球チームがあり、毎年「宮古市長杯ナイター野球交流大会」に参加しています。運
動機会が増えるだけでなく、社員同士のコミュニケーションを促進する良い機会となっています。さら
に会社で大会の参加費用を補助することで、社員が参加しやすい環境を整えています。

健康経営に取り組むようになったきっかけ
　弊社では健康づくり担当者を設置してから数年が経ちました。活動に慣れて少し余力も出てきた
ので、土健保のヘルスアップチャレンジや健康経営優良法人への申請を検討し始めました。その結果、
「健康経営」と特に意識はしていなくても、普段の取り組みが健康経営の項目に該当していることが
わかりました。そこで健康経営優良法人のチェック項目に当てはめて今までの活動を整理し、課題を補
うことで、さらに社員がいきいきと働ける環境を作れるのではないかと考えました。
　建設業の現場では「安全」が最重要視されますが、「社員の健康は作業の安全につながる」と考えて
います。弊社は「女性活躍推進」にも力を入れており、現場の衛生管理も活躍の場の１つとしていて、女
性社員による衛生パトロールを実施しています。この活動と連携しながら、これからも健康に関する取
り組みや成果を「見える化」し、社員の健康意識の向上につなげていきたいです。

所在地 従業員数

事業内容
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